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を
中
心
と
.す
る
経
済
統
合
問
題
は
、
あ
ら 

ゆ
る
人
々
の
関
心
を
集
め
'、
.種
々
雑
多
な
見
解
と
夥 

.

し
い
文
献
が
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
が
し
紙
合 

现
象
の
ゆ
な
ば
な
し
さ

.

と
新
奇
さ
と
，に
庄
倒
さ
れ
、

' \
:
 

そ
の
本
質
な
り
理
論
的
必
然
性
を
深
く
究
明
し
、
そ 

.

れ
に
^
づ
き
実
証
的
研
究
を
行
な
ぅ
と
い
っ
た
体
系 

的
分
析
を
な
し
と
げ
た
も
の
は

'

皆
無
と
い
え
る
。

'
本
書
ば.
、.

r

E
 
E

C

の
解
説
を
企

.

図
せ
ず
、
理
論 

の
筋
を
通
し
- C
B

E

C

の
経
済
的
本
質
を
え
ぐ
り
だ 

し
、

E

E

C

,の
す
ば
ら
し
い
発
展
の
推
進
力
が
ど
こ 

に
あ
る
か
実
証
的
に
探
り
出
そ
ぅ
と
す
る•

：…

研
究 

.

書
で
あ
るj

 

(

序

- :-

貝)

ご.

と
く
、
は
じ
め
で
経
済 

統
佘
解
明
の
.新
原
理
を
5 .

ぢ
出
し
、

こ
れ
を
実
証
的 

に
衷
付
け
ん
と
し
た
、
他
に
例

'
の
な
い
ユ
一
一
ー
ク
な. 

著
作
で
あ
る
。
'
'

.

主
と
し
て
、
す
で
に
諸
雑
誌
に
こ
の
ニ
年
間
に
発 

表
さ
れ
た
四
つ
の
論
文
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る 

が
、

一.

書
に
ま
と
ま
っ
て
通
読
し
て
み
る
と
、
改
め 

て
小
島
教
授
の
卓
越
し
た
構
想
力
、
新
鮮
な
問
題
意 

識
：
理
論
と
现
実
と
の
密
着
性
等
に
驚
嘆
さ
.せ
ら
れ 

る
ば
か
、り
で
あ

る

。
.
；
.

.

前
半
の
ニ
章
は
、
統
合
が
何
故
現
在
の
世
界
経
済

:
に
お
'1
'
:
て
：発
生
せ
お
ば
な
：ち
な
か
-

た
；が.
0 :

論
理
：の
'.
': 

究
明
と
そ
れ
に
と
も
な
ぅ
新
し
い
分
業
原
理
.の
設
立 

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
0

い
わ
ゆ
る
一
九
世
紀
に
^
け 

,'

る
1̂

丨

：2:
型
の
；垂
直
的
分
業
が
、：
技
術
進
歩
や
世
界. 

経

済

ダ
.—

の
転
換
：な
ど
、に
ょ
り
、
今
日
の
；L:—

 

C

型.
の
水
平
的
分
業
に
重
：点
：を
移
さ
ざ
る.
を
え
な
<'
;
 

な
り
、
こ
の
^

丨
0

型
分
業
は
、：：：基
本
的
に
不
安
定 

で，A
れ
をス
ム
ー
ス.
に
行
な
--
5

た
め
に
は
、：
同
質.

.

的
* ;
等
発
展
段
階
の
近
接
国
が
経
済
統
合
を
ば
か
ら. 

ざ
る
を.
え
な
く
な
る
の.
で
^

る
:0
-

し
た
が
つ
て
§

I
統
合
を
解
明
す
る
分
業
原
理
は
，
従
来
の
it
'-
'
較
生
産
• 

費
原
理
で
は
な
く
で
お
：互
に
規
模
の
経
済
を
獲
像 

す
る
た
：め
の
合
意
的
分
業
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
：
 

こ
と
が
理
論
的
に
証
明
さ
れ
る
。
新
し
い
分
業
は
' 

比
較
生
産
費
差
と
い.
ぅ
価
格
機
構
に
刺
戟
さ
れ
る
も
：
 

の
では
な
ぐ
ぐ
規
模
の.
経
済
の.
獲
得
と
.国
際
収
支
の 

均
衡
，
.圏
内
諸
国
成
長
率
の
均
等
を
予
め
保
証
す
る 

ょ
ぅ
に
何
等
が
；の
合
意
に
ょ
.0

て
行
な
わ
れ
る
。

,

.

後
半
の
ニ
章
は
，
現
実
の
E
E

C

の
進
展
を
と
ら 

え
て
、
経
済
統
合
が
E
 

E
 
C
の
域
内.v

域
外
質
易
に. 

い
か

な

る
影
響
を
与
え
、
水
平
的
分
^
化
H

ム
ロ
意g

:  

分
業
化
が
ど
れ
だ
け
進
ん
で
い
る
か
を
^<

証
化
せ
ん. 

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
島
教
授
の
創
案
に
な
る
各 

虫
産
要
素
集
約
財
別
の
'
検
討
と
貴
易
結
合
度
係
数
■ 
*
. 

水
平
的
分
業
度
係
数
と
を
用
い
て
、
域
内
で
は
、
水 

平
分
業
化
が
重
化
学
工
業
を
主
力
と
し
て
急
速
に
進

'.
■

展
し
、
-

こ
れ
が
£

远
0
発
展
の
中
心
的
推
進
カ
と
な 

り
、
.」

伝
統
的
比
較
生
良
費
.

原
现
に.
基

づ

.
く

垂

直

的

分
 

.

.

業

：
の

再

編

成

や

：
第

)

'
次

商

品で
の
質
易
転
換
効
果
は 

®

要
で
な
く
、：：
さ
ら
；に
域
外
に
和
い
て
、

起

£

0
.
 

V
,

ギ

リ

ス
•

ア
A

リ
ヵ
間
に
お
い
て
水
平
的
分
業
が 

E

E

C

の
差
別
性
に
か
か
わ
ら
ず
急
速
に
進
み
、
逆 

:

b

こ
の
塞
本
線
に
の
：り
え
.

な
い
対
西
欧
質
易
に
お
.い 

て
農
業
国
的
役
割
の
日
本
ど
贫
南
ァ
ジ
ァ
ば
、
質
易 

の.
停
滞
な
い
し
拡
大
の
遅
れ
に
悩
ん
：で
い
る
；

g

と
を 

明
示
さ
れ.
る
。

:

こ
れ
ら
の
分
析
の
結
果
か
ら
え
ら
れ
る
日
本
経
済 

へ
の
！救
訓
は
、
世
界
経
済
の
す
ば
ら
し
い
罾
員
の
動 

力
た
る
重
化
学
工
業
品
相
互
間
の
水
平
的
分
業
の
進 

展
と

'い
う
基
本
路
線
に
乗
る
べ
く
、
重
化
学
工
業
品 

の
輸
出
増
強
、、
そ
の
た
め
の
産
業
秩
序
と
か
体
制
の 

，確
立
に
全
努
力
を
結
集
せ
よ
と
い
ラ

こ

と
で
あ
る
。

.

.
:か
ょ
う
に
、
理
論
と
実
証
«
日
本
経
済
へ
の
教
訓 

と
い
う
一
貫
し
た
体
系
で
，
_
統
合
の
本
質
と
新
分
業 

原
理
と.
を
鋭
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
た
だ
一 

つ
根
本
的
に
明
確
に
：は
把
握
で
き
な
い
点
が
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
合
意
的
分
業
原
理
、水
平
的
分
業. 

原
理
い
価
格
競
争
原
理
、，従
来
の
比
較
生
産
費
原
理

•
 

X

ク 
'ゾ
ャ
ー
■

オ
リ
I

ン
定
理
が
ど
う
関
連
し
て
い 

る
の
か
。
換
#

す
れ
ば
、水
平
的
分
業
原
理
U

合
意
的 

分
業
原
理
な
の
か
、，

こ
の<1  
ロ
意
的
分
業
が
現
在
の
統 

:
合
の

'解
明
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
重
要
性
を
も
ち
、
.

現
実
的
に
ど
の
ょ
ぅ
な
メ
ヵ
，一
ズ
ム
で
そ
の
実
現
が. 

保
証
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
り
、
む
し

/
み
本
質
的
に
'
 

は
、
水
平
的
分
業
も
古
典
派
の
比
較
生
産
費
原
理
の. 

驻
本
的
性
格
の
認
識
'と
深
化
'に
ょ
つ
て
解
明
可
能
で- 

あ
り
、
こ
の
新
し
い
原
理
を
必
要
と
し
な
い
，の
で
は
、
 

な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
，'
-,.

と
ま
れ
、
E

£

0
出

現

の#-
界

経

済

盼

意

義

の

正
 

し
い
指
摘
、
現
在
の
多
く
の
論
議
'

の
混
乱
の
除
去
、
• 

新
し
い
理
論
と
研
究
め
^

本
的
方
向
づ
け
、
実
証
的 

-

研
究
の
新
し
.
：い
方
法
と
貴
重
な
多
く
の
フ
ア
ク
ト
.

フ
ア
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
々
、...本
書..
の
す
ば
ら
し.
さ
.と 

.

貴
献
と
は
列
乾
で
き
ぬ
ほ
ど
で
，あ
る
。
.本
書
で
の
構 

想
の
一
層
精
微
が
展
開
と
，，
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
，
 

と
く
に
第
一
次
也
産
国
の
自_

の
増
大
を
中
心
と
す： 

る
共
同
市
場
的
ア
プ
口
丨
チ
と
ダ
ロ
：i

バ
ル
.
ア
ブ 

ロ
ー
チ
の
整
合
と
い
ぅ
問
題
を
含
め
：て

の「

世
界
経 

済
と
共
同
市
場」

'.
の
研
究
め
発
表
が
^
だ
札
て
な
ら 

な
い
の
で
あ
る
。：

C

日
本
評
論
新
社
\*:
八
5'
:‘ 

：一
 

七
：
 

八
頁.
•

五
八
〇
円)

■:——

深
海
'

博
明—

.フ
リ
ー
ド...リ..
：ッ
，
ヒ.
‘ 

A- 
•

ル'

-l
y

ッ
..著

:

城

爲

：国

弘

訳

：

' 

"

『

利

、子

：論

，

T
(

腐

著

名
"

z
i

n
s

t
h

e
o

r
i

s

 

'

.‘，
 

.
' 
, 

.....

ベ
ー
ム
•
パ
ヴ
土
ル
タ
は
，

『

資
本
と

l

fl
j
チ』

广IV

八
八
九
年)

に
お
い
：：て
、.
そ
の
第

'1.
卷
を
.「

資 

本
利
子
学
説
の
摩
史
と
批
判」

と
題
し
て
、

.

，
の

利

子

学

説

の

^

^

に
■あ
て
、

一
巻.
の

「

資

本

.
の 

積
極
理
論」

，は
、
彼
の
独
創
的
理
論
に
あ
て
ら
れ
て 

:

.',
い.
る
。ぺ
'.
.
•

;」

ル
、
：
ッ

ッ

も

、

本

書

で

、

..
べ

ー

十, »
バ

ダ.
お

ル

、
ク
.
办 

方

法

に

従

：
い

、
：
菔

半

を

パ
1

.

十
•

パ
ヴ
工
；
キ
ク
；以
'

.

降
'

現
在.
ま
で
'
の
利
子
理
論
の
枇
判
史
に割

.； S

て
お 

へ
り
、
そ.a

か
ら
，
現
在
の
利
子
理
論
：の
動
向
を
探
し 

I

求
め
、
そ
れ
に
も
と
づ
：い
て
自
已
0 :,
利
子
现
論
を
後 

:

半
で
打
ち
樹
て「

ょ
ぅ
と
努
め
て
い..
ふ
.<
>.
-:
:.

':
そ
こ
で
ル

ッ

ッ

は

、
，
現
«

の
利
子
.

諸
学
説
ー
に
_

お
-い 

:

•

て
、
主
要
な
'

理
論
0
潮

流

を

求

め

、
，
三

つ

の

グ

.

ル
.

丨
\
 

プ
に
整
理
す
る
セ
ず
^

.

わ
ち
、第
一
.

の
タ
'

ィ
：

*

フ.
.は
、.静
' 

態
的
% .-
レ
く
は
静
止
的
経
済
で
の
利
子
を
説
明
じ
ょ
.

.
ぅ
と
企
て
た
理
論
、
そ
の
主
要
理
論
：ば

Y
I

ム
；
.パ

. 

:

ヴ
ェ
ル
ク
、
：ヴ
ィ
ク
セ
ル

> '

オ

ー

カ

ー

マ

；
ン

、

ハ

ィ 

- 
一

. ;.H

ク
で
あ

1
、,'.
第
ニ
の
タ.
ィ
プ
は
、'

発
展
的
経
済
、.

.

す
な
わ
ち
、
新
投
資
：と
貯
蓄.
が
存
在
す
を
経
済
を
理
.，
 

ふ

論
0
出
発
点
と
す
る
％

の
、
主
要
：な
理
論
ど
1>

:て.- 

ワ
ル
ラ
ス
、
フ
-ィ
ッ
ジ
ャ
ー
、:
ナ
ィ
ト
の
利
子
理
論.

:

が.
こ̂

に
属
す
る
。

:

第
一jt

の
タ
ィ
プ
は、
' 

い
わ
ゆ
る 

.

貨
幣
的
利
子
論.
を
そ
0
本
質
と
す
る
も
0.
で
あ
る
。

'
 

ヶ
ィ
ン
ズ
以
降
の
利
子
理
論
が
-

れ
で
あ
る
。

ベ
：I
A
•
'■

ハ.
ヴ
キ
ル
ク.
か
；ら.
ハ

ィ

エ

タ

；
に

い

た

：
る

:

第
一
の
タ
イ
プ
，の
静
態
的
利
子
理
論
め
案
展..
は
、：.
投

:

資
過
程
の
分
析
の
展
開
で
あ
る
。
し
か
レ
、
そ
こ
で 

'

は
平
均
生
産
期
間
の
概
念
を
切
り.
捨
て
、
生
存
基
本 

の
概
念
が
.も
た
ら
す
困
難
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら 

.

ず
、結
局
は
、静
態
的
利
子
理
論
が
不
可
餛
で
あ
る
と 

.

,

い
：う
認
識
匕
到
達
せ
し
：め
、
第
二
の
タ
ィ
プ
の
利
子 

.

.

./
り
理
論
ん
©'

避
近
を
必
然
な
ら
し
め
た
の
で
ぁ
っ
た
。

.

•.
-

の
こ.
と
は
、
.'
'.
利
子
理
論
を
，し
て
、
利
子
を
説
明. 

.'
:
で
身
そ
う
な
場
と
し
て
の
単
位
期
間
を_
選
び
、
分
析 

の
蓮
礎
を
-
れ
に
奴
が
な
げ
れ
ば
な
ら
か
い
と
い
う 

:

結
論
に
押
し
や
る.
こ
と
を
意
味
し
て.
い.
：た
。
そ
こ
で
、
 

第
ご
：の
4

ィ
デ
の
利
子
理
論
は
、
樊
物
资
本
財
の
任. 

.

:

意
の
槠
造
が
ら
出
発
しV

、
：

企
業
の
投
資
計
画
の
分 

:

析
お
"
ょ
が
貯
蓄
者
の
態
度
の
分
析
が
、.
欺
位
期
間
の 

.
:

場
,

お
け
る
利
子
に
説
明
を
与
え
る
■
に

違

い

'
な

い

と
 

# '
:

え

.'

こ
れ
を
出
発
点
と
し
.て
理
論
を
構
築
し
た
の

.
•■.

で
あ
る
。

-;
:
-.
:

'
バ

■
■'
;
;

'■.

第
三
の
タ
イ
プ
：は
、..
' r
f

投
資
と
£

が
存
在
す
る 

パ

：：経
済
_

に
分
析
'の
基
礎
を
お
く
点
’
ま
た
単
位
期
間
内 

■

'の
利
子
決
定
を
分
析
す
る
点
で
は
第
ニ
の
タ
イ
プ
の 

'

変
型
^

す
ぎ
な
い
0
:
1>

が
じ
、.

こ
の
；理
論
^

お
い
て.

.

ゆ
貨
幣
要
因
を
理
論
に
導
入
す
苓
こ
へ
と
に
ょ
？
て
利 

:

.

子
理
論
女
展
開̂

て
，い
る
。
そ
と
で
は
実
物
的
に
み 

一
. ..

る
'

と
"

投
資
過
程
の#:
細
な
分
析
を
行
つ
：て
お
ら
ず
、
' 

資
本
の
限
界
効
率
と
い
う
不
完
全
，な
道
具
で
満
足
し 

_

て
V

る
と.
-
>

う
次
陥
を
み-
い
た
す.
こ.
と
が
：で

き

■ょ 

.

う
。'.
そ
，し.
て
ま
た
、'
ピ.
ダ

ー

効

果

を

考

慮

，
に

入

れ


